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2はじめに

◼ リソース単体で需給調整市場に参入できない（最低入札量に満たない）ネガポジリソース（需要抑制から発電まで
可能なリソース）については、第22回本小委員会（2021年3月30日）にて、アグリゲーションにて最低入札量を
満たすことで、ネガポジ型として参入可能と整理しているところ。

◼ 一方、リソース単体で最低入札量を満たすネガポジリソースは、現状、ネガワット型（需要抑制）もしくはポジワット
型（発電）として需給調整市場への参入は可能であるものの、ネガポジ型（需要抑制から発電）としての参入は
整理されていなかった。

◼ 単体ネガポジリソースとしては、系統用蓄電池や揚水発電機などが該当し、これらのリソースをネガポジ型として参入
可能とすることで、応札量の増加ひいては市場競争の活性化が期待されると考えられる。

◼ また、第56回電力・ガス基本政策小委員会（2022年11月24日）において、脱炭素型の調整力確保システムへ
の転換が論点として挙げられており、単体ネガポジリソースである系統用蓄電池や揚水発電機の調整力活用も期待
されているところ。

◼ 今回、単体ネガポジリソースについて、ネガポジ型の応札をするにあたり、検討が必要な事項について整理したことから、
その内容についてご議論いただきたい。



3（参考）需給調整市場における検討課題

出所）第33回需給調整市場検討小委員会（2022年11月2日）参考資料1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_33_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_33_haifu.html


4（参考）ネガポジ型アグリゲーション

出所）第22回需給調整市場検討小委員会（2021年3月30日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html

◼ 第22回本小委員会において、ネガポジ型はアグリゲーションによって参入可能と整理した。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html


5（参考）脱炭素型の調整力の導入

出所）第56回 電力・ガス基本政策小委員会（2022年11月24日）資料4-2をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/056_04_02.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/056_04_02.pdf
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8単体ネガポジリソースについて（1/2）

◼ これまでの需給調整市場における市場設計等の検討においては、発電機等による発電（ポジワット）またはDR等
による需要抑制（ネガワット）を対象に検討を進めてきた。

◼ また、第22回本小委員会において、ユニット単体では最低入札量（1MW）に満たない逆潮流リソース（ポジワット
型リソース）や、需要を抑制したうえで逆潮流するリソース（ネガポジ型リソース）および従来のネガワット型リソース
の3種類いずれの組み合わせでも、アグリゲーションによって需給調整市場に参入可能と整理した。

◼ 他方で、単体で最低入札量を満たすネガポジ型リソース（以下、単体ネガポジリソース）のネガワットからポジワット
（ネガポジ型）の応札に関しては、整理されていなかった。

需給調整市場

発電機 蓄電池 DR

最低入札量に満たないリソース

3種類を組み合わせて
アグリゲーションによって応札

発電機蓄電池

最低入札量を満たすリソース

揚発

単体で応札今回の検討対象

最低入札量を満たすネガポジ型リソース

単体で応札
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連続応動リソース
（系統用蓄電池など）

非連続（離散）応動リソース
（揚水発電機など）

応動
イメージ

単体ネガポジリソースについて（2/2）

◼ 単体ネガポジリソースとしては、主に系統用蓄電池や揚水発電機などが考えられるところ。

◼ 需給調整市場は上げ調整力を調達する市場であり、単体ネガポジリソースは、ネガワット側（充電・揚水）の抑制
をしたうえで、ポジワット側（放電・発電）の応動をすることで、上げ調整力を提供することとなる。

◼ なお、単体ネガポジリソースは、ネガワット側からポジワット側まで連続的に応動可能なリソースもあれば、ネガワット側
とポジワット側で応動が非連続（離散）となるリソースも存在するため、これらリソースの特徴を踏まえて、需給調整
市場への参入要件を検討する必要がある。

揚水運転の
解列

並列～
発電上昇

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

放電
上昇

充電
抑制 基準値

計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

上
げ
調
整
力

上
げ
調
整
力



10応札可能な商品について

◼ 需給調整市場においては、商品区分ごとに応動時間や継続時間を定めた商品要件および遅れ時間等を定めた
技術要件があり、市場参入にあたっては、商品区分ごとの要件を満たしている商品のみ応札可能となる。

◼ 単体ネガポジリソースにおいて、ネガワット側とポジワット側で同様の応動が可能であるもの※に関しては、ネガワットから
ポジワットまで（ネガポジ型）の応札であったとしても、特段の整理なく同じ商品に応札可能となる。

一次~三次②
応動可能 ネガポジ型としては

一次~三次②に
応札可能

【要件を満たす商品】 【ネガポジ型として応札可能な商品】

※ 並解列等によって同じ商品の要件を満たさない領域があるリソースを除く

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

＜ネガ側、ポジ側両方とも需給調整市場の要件を満たす場合（1/2）＞

一次~三次②
応動可能



11応札可能な商品について

◼ 他方で、ネガワット側とポジワット側で応動が異なる（商品要件等を満たす応動が異なる）ものに関しては、これらが
どのような商品に応札が可能かを整理する必要がある。

◼ この点、需給調整市場における応札の考え方は、あるブロックで応札可能な商品は基本的に１商品（複合商品
含む）※1としていることを踏まえると、ネガワット側とポジワット側両方で応動可能な商品をネガポジ型として応札可能
としてはどうか。

◼ なお、ネガワット側とポジワット側で満たすことが可能な商品要件等が異なるリソースについて、片側のみ（ポジ側のみ
またはネガ側のみ）の応札である場合には、応札可能な商品で応札することは可能とする。

三次①・②のみ
応動可能

一次~三次②
応動可能

ネガポジ型としては
三次①・②のみ
応札可能

【要件を満たす商品（応動が異なる場合）】 【ネガポジ型として応札可能な商品】

※2 出力0を基準としてポジ側のみの応札とする場合には
一次~三次②の応札が可能

※1 調達タイミングの異なる三次②と他の商品は同一ブロックで応札可能

※2

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

＜ネガ側、ポジ側両方とも需給調整市場の要件を満たす場合（2/2）＞



12応札可能な商品について

◼ 次に、片側のみ（ポジワット側またはネガワット側のみ）では、需給調整市場に参入できないリソースがネガポジ型と
して応札可能かは、検討の余地があると考えられる。

◼ この点、一次は時々刻々と変動する周波数偏差を自端で検知し応動する必要があり、二次①は時々刻々と変動
する需要と供給の誤差に対してLFC信号に基づき調整する必要があることを踏まえると、上記のようなリソースでは、
ネガワット側からポジワット側まで応動した際に、これらを満たす応動ができるとは考えられない。また、一次・二次①は
商品要件として、並列要否を必須としており、ネガワット側からポジワット側へ移行するために解列を要するリソースは、
商品要件を満たさないこととなる。

◼ そのため、片側（ネガワット側またはポジワット側）で一次・二次①の商品要件を満たさない単体ネガポジリソースの
一次・二次①のネガポジ型の応札は認めないこととしてはどうか。

応動可能
商品無し

一次~三次②
応動可能

ネガポジ型として、
一次・二次①への
応札不可

【要件を満たす商品】 【応札不可能な商品】

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

＜ネガ側、ポジ側の片方が需給調整市場の要件を満たさない場合（1/3）＞



13応札可能な商品について

◼ 一方で、二次②から三次②（EDC）については、需要計画値と実需要の誤差をEDC信号により補給する調整力
であり、並列要否は任意としており、これらを踏まえると、ネガワットからポジワットまでリソースの並解列を含んだ応動は
参入可能と考えられるところ。

◼ ただし、こういったリソースは、その応動が離散的になる場合があり、離散的な応動が調整力として適切か（周波数
品質に問題がないか）を検討する必要がある。

◼ 第14回本小委員会（2019年11月5日）において、離散制御型リソースは、その量が少なければ周波数品質へ
の影響は限定的として、まずは中間点等の設定なく市場参入可能と整理しているが、今回、大型の離散制御型
リソースの参入可否を論じるにあたり、改めて周波数品質への影響を検討した。

50%

100%

応動可能
商品無し

一次~三次②
応動可能

ネガポジ型

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0

0%

【ネガ側のみでは商品要件を満たせない場合】

：応動可能範囲
：応動可能点

周波数品質への影響を踏まえた二次②から三次②の
参入可否を検討（p15）

＜ネガ側、ポジ側の片方が需給調整市場の要件を満たさない場合（2/3）＞



14（参考）離散制御型リソースに関する過去の議論

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

◼ 第14回本小委員会において、離散制御型リソースの場合、応動していない間は需給の差分が大きく生じるため、
周波数維持には、他の調整力で需給の差分を補完する必要が生じるものの、需給調整市場開設当初は、参入
する調整力のリソース種別や規模が分からないことから、中間点や出力変化率等の設定は行わないと整理した。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


15応札可能な商品について

◼ 現行の需給運用において、大型の離散制御型リソースの出力調整をする場合、運用者が周波数への影響が少ない
タイミングで指令を行っている。言い換えると、タイミング調整を行わない場合、周波数への影響があると言え、この点
を踏まえると、周波数への影響を軽減する中間点等の仕組みを導入することが合理的と考えられる。

◼ 一方、中間点等の具体的内容の検討や、それを実現するためのシステム構築要否の検討には相応の時間を要する
と考えられる。

◼ 現行においても、運用者にて指令タイミングを調整することで周波数に問題は発生していないことから、早期参入を
促す目的で、まずもっては運用者による調整を前提として、二次②から三次②のネガポジ型の応札を認めてはどうか。

◼ また、運用者にてすべてのリソースの指令タイミングを調整することは非効率であることから、系統への影響が比較的
大きいリソース（定格容量10万kW以上）を対象に指令タイミングを調整することしてはどうか。

◼ なお、将来的には、市場メカニズムとして出来る限り運用者による判断をなくすことが望ましいため、中間点等の設定
や運用者による指令をシステム化するなど対策について別途検討していくこととしたい。

【運用者による指令イメージ】

指令 指令
応動時間応動時間

離散型リソース 連続型リソース
誤差

連続型リソースへの
指令

離散型リソースへの
指令

誤差の状況を踏まえて
指令タイミングを調整

＜ネガ側、ポジ側の片方が需給調整市場の要件を満たさない場合（3/3）＞



16（参考）大容量離散制御型リソースについて

出所）第42回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019年8月27日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_42_haifu.html

◼ 周波数調整機能を具備する発電設備の対象が10万kW以上であることを踏まえると、10万kW以上の離散制御
は周波数調整への影響が大きいと考えられる。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_42_haifu.html


17（参考）単体ネガポジリソースのネガポジ型の応札可能商品一覧

パターン ネガポジ型としての応札

①ネガ側とポジ側で応札可能な商品が同じ場合※ ネガ側またはポジ側での応札可能商品

②ネガ側とポジ側で応札可能な商品が異なる場合 ネガ側とポジ側で重複する応札可能商品

③ネガ側またはポジ側で応札可能な商品がない場合 二次②から三次②（EDC）

※ 並解列等によって同じ商品の要件を満たさない領域があるリソースを除く
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19需給調整市場への参入に向けた課題の検討について

◼ 単体ネガポジリソースの需給調整市場への参入に向けた課題整理にあたっては、これまでの市場設計に関する検討
と同様に、市場のプロセスに沿って検討することが適当であると考えられることから、これを踏まえて検討を進める。

出所）第5回需給調整市場検討小委員会（2018年7月31日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html


20アセスメントⅠの具体的な実施方法について

◼ アセスメントⅠは、ΔkWの供出が可能な状態にリソースを維持しているかを評価するものである。

◼ ネガポジ型の応札においては、一リソースでネガワットおよびポジワットを同時に供出することから、ネガワット側における
基準値（または計画値）とポジワット側における発電可能上限を合計した値により供出可能量を算出することとし、
供出可能量が、落札したΔkW以上となっていることを確認することとしてはどうか。

【アセスメントⅠのイメージ】

ΔkW
落札量

ΔkW落札量が供出可能量の合計値の
内数にあることを確認

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

※ネガ側の基準値と、
ポジ側の発電計画
の提出が必要

【供出可能量算出のイメージ】

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ
側

ポ
ジ
側

出力0
ネガポジ型の
供出可能量



21アセスメントⅡの具体的な実施方法について

【アセスメントⅡのイメージ（三次①出力変化量での指令の例）】

出力値
応動時間

許容範囲
（ΔkWの±10%）

▲
指令

計測点： 許容範囲：

指
令
値

30分コマ毎に27/30点
以上許容範囲内に滞在

評価間隔
（1分）

✓合計した出力変化量が許容範囲内であることを確認

基準

◼ アセスメントⅡは、中給からの指令に対して、商品の要件を満たした応動をしていることを評価するものとなる。

◼ 単体ネガポジリソースについては、ネガワット側抑制を行った上でポジワット側への出力が発生するため、評価間隔毎
に基準値から需要実績までの差分と発電実績を合計したものを出力変化量とすることとし、アセスメントⅡについては、
評価間隔毎に出力変化量または実出力値が、これまで整理した商品に応じた許容範囲内であることを確認すること
としてはどうか。

◼ なお、前述の離散制御型リソースについては、その離散を考慮した指令を行う（応動可能な出力への指令を行う）
ものとし、この指令に基づくアセスメントを実施することとする。

▲
指令

ポジ側

基準値

応動時間

計測点：

需要実績

ネガ側

発電実績

0
出力

変化量

ア
セ
ス
メ
ン
ト
■Ⅱ

合計
出力変化量



22事前審査について

◼ 前述の通り、アセスメントⅡはこれまで整理した商品と同様の評価方法により実施することから、単体ネガポジリソース
の事前審査についても、これまでの整理した商品と同様に事前審査を行うこととしてはどうか。

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020年6月12日）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

（参考）三次①における事前審査

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


23ΔkWおよびkWh精算に関する考え方について

◼ 単体ネガポジリソースにおけるΔkWおよびkWh精算に関する考え方は、これまで整理した商品における取引と同様の
扱いとなるため、ΔkWは落札ブロックを対象に精算することとし、kWhは落札ブロック内については全て調整力として
精算する※一方、アセスメント対象外となる落札ブロック前後についてはインバランスとして精算することとしてはどうか。

※一次については、需給調整市場に基づくkWh精算を行わず、託送契約におけるインバランス単価の確報値を用いて精算する。

アセスメント対象

落札ブロック落札ブロック外 落札ブロック外

発電計画

ΔkW
約定量

余力

時間

出力
(kW)

対象対象外

（ 指令信号は落札ブロック内において発信 ）

指令信号

対象外

時間

調整力の精算対象インバランスとして精算 インバランスとして精算

【精算対象のイメージ】



24応札方法および指令方法について

◼ 単体ネガポジリソースについては、ネガワット型もしくはポジワット型の応札も可能なため、ネガポジ型の応札としては、
ネガワットからポジワットまで纏めた応札（1応札）とネガワット型とポジワット型の同時応札（2応札）が考えられる。

◼ 需給調整市場においては、1応札の場合、1つのリソースとして事前審査等を実施するため、特段の課題は生じない。

◼ 一方、2応札の場合、1つのリソースであるにも関わらず、ネガワットとポジワットで別々に事前審査等を実施するため、
ネガポジ型としての応動が保証されなかったり、逆にリソースが応動不可能な指令を発信する可能性がある。

◼ 上述の課題を解決するためには、1応札に限定することが考えられるが、1応札に限定することで事業者のBG形成の
変更を要するなど需給調整市場以外への影響がある。

◼ そのため、2応札リソースであった場合、一般送配電事業者はネガワットからポジワットまで合わせた事前審査を行い、
応札についても、ネガワットからポジワットまで応動時間内での応動可能な応札に限定することとしてはどうか。

◼ また、指令方法についても、1応札とみなした（1つのリソースとして合わせた）指令を行うこととしてはどうか。



25（参考）2応札のイメージ

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ

ポ
ジ

出力0

ポジ、ネガをそれぞれ審査すると
ともにポジとネガをまとめた審査
も実施する。

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ

ポ
ジ

出力0 応動時間内での
応動可能範囲

ポジとネガをそれぞれ同時に応札
但し、同時に応札する場合、
応動時間内で応動可能な
範囲までの応札とする

【事前審査】 【応札】

基準値
計画値

発電可能
上限

ネ
ガ

ポ
ジ

出力0 ポジとネガ同時に約定している場合は
1つのリソースとして合わせた指令を実施

【指令】

指
令

※中給はポジとネガ別々に指令を出すものではない。
また、調整単価は常に上位の出力帯の単価が下位の出力帯の単価を

上回るように登録されているため、メリットオーダー運用が可能。



26（参考）ネガポジリソースのＢＧ形成

発電計量器 発電計量器

系統

Ｇ1 Ｇ2

Ｐ1 Ｐ2

系統

需要計量器

1供給地点

【2応札となるBG形成イメージ】

発電計量器 発電計量器

系統

Ｇ1 Ｇ2

Ｐ1 Ｐ2

需要計量器

1供給地点

【1応札となるBG形成】

計量しているリソースが
ネガ側とポジ側で異なる

ため、2応札となる。

※イメージのため、同一リソースをネガ側とポジ側で分けた記載としている。

応札単位 応札単位

応札単位

需要計量器

系統

応札単位応札単位

計量しているリソースが
ネガ側とポジ側で同一の
ため、1応札が可能。



27

1. 単体ネガポジリソースのネガポジ型参入可否について

2. 単体ネガポジリソースのネガポジ型の参入要件について

3. スケジュールについて

4. まとめ

目次



28導入に向けた今後のスケジュールについて

◼ ポジアグリ（ネガポジアグリを含む）を需給調整市場で取り扱うにあたっては、需給調整市場システムならびに一般
送配電事業者各社の精算システムの改修が必要となることから、三次②は2023年度から、三次①は2024年度
から参入可能と整理した（三次①については、需給調整市場システムにおいて出力変化量指令に必要な基準値
の登録等に係る改修があることから、三次②より1年遅れた参入可能時期となっている）。

◼ 今回整理した単体ネガポジリソースにおいては、基準値に関係なく実出力指令とするものと、基準値からの差分として
出力変化量指令を行うものがある。そのため、基準値が不要な実出力指令については2023年度から、基準値が
必要な出力変化量指令については2024年度から参入可能としてはどうか。

※ アグリゲーションによる参入は、現状、簡易指令システムによる参入のみとなっており、出力変化量指令のみ対応可能

年度 2022 2023 2024

需給調整市場取引商品

単体ネガポジ
リソース

実出力指令
（MMSに基準値の
登録不要）

出力変化量指令
（MMSに基準値の
登録要）

（参考）
アグリゲーションによる
ネガポジリソース

出力変化量指令※

（MMSに基準値の
登録要）

三次①・②

一次~二次②

三次①・②

一次~二次②

三次②

一次~三次①

三次②

一次~三次①



29（参考）ポジアグリの導入スケジュール

出所）第22回需給調整市場検討小委員会（2021年3月30日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html


30（参考）アグリゲーションによる参入対応状況

出所）第26回需給調整市場検討小委員会（2021年11月2日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html
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1. 単体ネガポジリソースのネガポジ型参入可否について

2. 単体ネガポジリソースのネガポジ型の参入要件について

3. スケジュールについて

4. まとめ

目次



32まとめ

◼ 需給調整市場におけるリソース単体で最低入札量を満たすネガポジリソースのネガポジ型の参入については、以下の
とおりとしてはどうか。

＜応札可能な商品＞
ネガポジ型として応札可能な商品は、基本的にネガワット側とポジワット側で応動可能な最小範囲とする。なお、
ネガワット側またはポジワット側のみで応動可能な商品がない場合、ネガポジ型として、二次②から三次②への応札
は可能とする。

＜アセスメントⅠ＞
アセスメントⅠは、ネガポジ型リソースが、ネガワット側における基準値または計画値とポジワット側における発電可能
上限を合計した値が落札したΔkW以上となっていることを確認する。

＜アセスメントⅡ・事前審査・精算＞
アセスメントⅡ・事前審査・精算は、これまで整理した商品と同様の方法で実施する。

＜応札方法・指令方法＞
ネガワットとポジワットを同時に応札（2応札）することは認める。但し、2応札リソースの場合、一般送配電事業者
はネガワットからポジワットまでを合わせた事前審査を行うこととし、応札についても、ネガワットからポジワットまで応動
時間内での応動可能な応札に限定する。また、指令においては 1応札とみなした（1つのリソースとして合わせた）
指令を行う。

＜スケジュール＞
実出力指令については2023年度から、出力変化量指令については2024年度から参入可能とする。


